
中和とイオン　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ア（酸性）

同じ濃さなので、10mL加えたときにちょうど中和します。4mLではまだ水素イオンが残っていて、酸性

（黄色）です。

よくあるまちがい：ちょうど中和する量より少ない→酸性が残る。

問2　答え：ア（酸とアルカリが反応して、たがいの性質を打ち消し合う反応）

中和では、水素イオンと水酸化物イオンが結びついて水ができ（H⁺＋OH⁻→H₂O）、酸とアルカリの性質を

打ち消し合います。

よくあるまちがい：中和の中心は H⁺＋OH⁻→H₂O。

問3　答え：イ（Na⁺とCl⁻が残っている）

H⁺とOH⁻は水になりましたが、ナトリウムイオン（Na⁺）と塩化物イオン（Cl⁻）は残っています。水を蒸発

させると、塩化ナトリウム（塩）が出てきます。

よくあるまちがい：中性でも、塩のイオンは残っている。

問4　答え：ウ（塩（えん））

中和では水と塩ができます。塩酸と水酸化ナトリウムの中和でできる塩は塩化ナトリウムです。

よくあるまちがい：中和でできるのは「水」と「塩」。

問5　答え：ア（硫酸バリウム（塩））

硫酸イオンとバリウムイオンが結びついて、水にとけにくい塩の硫酸バリウムができ、白い沈殿になりま

す。

よくあるまちがい：塩には、水にとけにくいものもある（硫酸バリウム）。

問6　答え：20mL

考え方

1. 塩酸が2倍なので、10×2＝20mL

よくあるまちがい：中和に必要な量は比例する。

問7　答え：イ（ふえない（同じ））

10mLで水素イオンはすべて水になりました。それ以上加えても、中和する水素イオンがないので、新しく

水はできません。液はアルカリ性になります。

よくあるまちがい：中和は、どちらかのイオンがなくなると止まる。



問8　答え：下の例

はじめは水素イオンがあって酸性（黄色）。加えた水酸化物イオンが水素イオンと結びついて水になり、水

素イオンが減って、ちょうどなくなると中性（緑色）。さらに加えると水酸化物イオンが残るのでアルカリ

性（青色）になる。

採点のポイント：H⁺とOH⁻が結びついて水になり、H⁺が減っていく／H⁺がなくなると中性、OH⁻が残るとア

ルカリ性

よくあるまちがい：色の変化を、イオンの増減と結びつけて書く。
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